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第１章 序論 

1.1 はじめに 

本調査は「インド国下水道施設設計・維持管理マニュアル策定計画調査」の第 2 フェー

ズとして実施されたものである。 

「インド国下水道施設設計・維持管理マニュアル策定計画調査」はインド国の要請に基

づき、日本国政府が独立行政法人国際協力機構（JICA）に委託して実施されたものであ

り、JICA は 2008 年 9 月、および 2009 年 5 月のインド国都市開発省(MOUD)との S/W 協

議に基づき、マニュアル作成の準備段階の第 1 フェーズと、実際にマニュアルを記述、

作成する第 2 フェーズの 2 つのフェーズに分けて実施された。 

第 1 フェーズは 2010 年 7 月から 2011 年 3 月まで実施され、その結果に基づき本第 2 フ

ェーズ調査が実施された。本ファイナル・レポートは、第 2 フェーズ調査の概要および

その活動と成果についてとりまとめたものである。 

1.2 調査の背景・経緯 

インド国では、近年の工業化の進展や人口増加に伴い、河川・湖沼の水質汚染が急激に

拡大している。このため、インド国政府は河川・湖沼の浄化を国家政策の重点課題の一

つとして位置づけ、都市部から未処理排水の河川・湖沼への流入を防ぐべく下水処理場

の建設に取り組むなど、総合的な河川・湖沼浄化事業を実施している。 

こうした取組の結果、下水処理場数は全国で 250 箇所を超えており、今後も更なる増加

が見込まれている。しかしながら、下水道事業に関するマニュアル類の整備については、

未だ取組が十分になされておらず、計画設計に関する記述を中心とした下水道マニュア

ルが 1993 年 12 月に作成されたのみである。維持管理については、同マニュアルの一部

において取り上げられているものの、維持管理単独のマニュアルはまだ作成されていな

い。 

他方、インドでは、従来から下水道整備を含む円借款事業を積極的に実施してきており、

これらの案件のうち完工案件については維持管理体制を強化することが、また今後開始

予定の案件については施設の適切な計画・設計を確保することが重要であるとの認識か

ら、関連するマニュアル類を整備する必要に迫られている。 

こうした背景の下に「インド国下水道施設設計・維持管理マニュアル策定計画調査」の

実施が決定されたが、マニュアル作成にはインド国における下水道に係る現状を十分に

反映させることが必要であり、また、インドの現状からマニュアルに記載されるべき内

容を確認することが必要と考えられた。このため、調査は 2 つのフェーズに分割され、

第 1 フェーズでは現地調査、およびインド側が組織するインド側の意見を代表する専門

家会議との討議を通じて、マニュアルの作成方針、すなわち、目次案、記載すべき内容

を決定した。 

本第フェーズ 2 では、第 1 フェーズの結果として得られた目次案に沿って、インド側で

組織した専門家会議、ワーキンググループとの協働により実際にマニュアル案を作成し

た。 

1.3 調査の目的と範囲 

2009 年 5 月に署名された S/W に基づき、以下の 2 つのフェーズのうち第 2 フェーズを

実施した。 
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第 1 フェーズ：マニュアル作成方針の決定(実施済み)。 

第 2 フェーズ：マニュアル作成方針に従った実際のマニュアル案の記述。 

本調査ではマニュアル案を作成するが、マニュアル発行は MOUD が行う。したがって、

本調査で作成されるマニュアル案は MOUD が発行するマニュアルの素材となるもので、

本調査は MOUD が発行するマニュアルの内容に責任を持つものではない。 

なお、第 2 フェーズではカウンターパートとなる専門家会議のメンバーに各種下水道の

設計、維持管理に係る技術移転を実施した。 

1.4 調査対象地域 

マニュアルはインド国全体の下水道管理、計画設計、維持管理に資することを目的とす

るので、調査対象地域はインド全土となる。 

第２章 調査概要 

2.1 基本方針 

マニュアルは現在の下水道関係者、すなわちその管理、計画、設計、維持管理に係る人々、

並びに将来の下水道関係者に技術的な指針を提供するものである。したがって、マニュ

アルは現在の状況に対応するとともに、近い将来の状況に対応できるものでなければな

らない。 

現状では古いタイプから新しいタイプまでの様々な下水道施設が運転されている。計画、

設計という観点からみれば、古いタイプの下水道は今後建設されることはないであろう

からマニュアルから除外することができるが、維持管理の観点から見れば存在する下水

道を適切に運転できるようにすることはマニュアルの重要な目的の一つであるので、古

いタイプも対象とすることが必要である。 

また、マニュアルはインドの現状を十分に反映したものであることが必要である。 

以上の観点から、マニュアル案は、以下の基本方針のもとに改訂・策定することとした。 

1) 第 1 フェーズで得られた結果をもとに、専門家会議及びその下に設置されるワーキ

ンググループでの協議・議論を踏まえながら、「計画設計」「維持管理」「マネジメン

ト」の 3 分野におけるマニュアル案を改訂・策定する。 

・ 計画設計マニュアルは、必要な情報の追加、更新により既存マニュアルを改訂

する形で作成する。 

・ 維持管理マニュアルは新たに作成する。ただし、既存マニュアルの維持管理に

関する記載を取り込むようにする。  

・ マネジメントマニュアルは新たに作成する。ただし、既存マニュアルのマネジ

メントに関する記載を取り込むようにする。 

・ インドにおける下水道の現状をできうる限り反映させる。 

・ ただし、定量的なデータ、情報が十分でない場合には日本を含む他国のマニュ

アル、教科書、参考書からのデータに準拠する。 

2) 既存マニュアルと整合性を図りつつ、マニュアル案の作成を行う。 

・ 都市開発省公衆衛生・環境技術中央機構(CPHEEO)が発行している下水道マニュ
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アル（1993 年改訂)、上水道の計画設計マニュアル（1999 年改訂)および維持管

理マニュアル（2005 年作成)等の既存マニュアルについて、マニュアルの利用者、

構成、記述内容や水準、計算例等について精査、分析を行い、整合性が確保さ

れるよう留意しつつマニュアル案の作成を行う。 

3) インド国内で幅広く活用されるため、マニュアルの内容は、各地域固有の条件を考

慮した現場志向の内容となるよう配慮する。 

・ マニュアルは、実際に現場で「使われる」ものでなければならない。このため、

第 1 フェーズの実態調査結果で把握したインド固有の事情や地域特性等の関連

する条件（気候・風土、文化、電力事情、財政など）を十分踏まえ、マニュア

ル案作成を行う。 

・ マニュアルの内容を現場志向型とするため、第 2 フェーズにおけるマニュアル

策定・改訂作業には、インド側の有識者、下水道実務者が参加する専門家会議

やワーキンググループとの意見交換を行う。また、マニュアル最終案の策定に

先立ち、インド全土の下水道事業関係者(州・自治体職員、学識経験者、企業関

係者など 150 名程度)にこれを広く公表し、意見聴取を行うことを目的とした、

都市開発省主催のワークショップで下水道実務者からの質問や意見等を抽出し、

専門家会議、ワーキンググループと協議しながら可能な限りそれらの意見等を

マニュアル案へ反映していく。 

4) 下水道分野における新しい技術を反映させる。 

・ 既存の下水道設計マニュアルは策定されてから 15 年を経過しているため、比較

検討できる新技術に関する情報が不足している。このため、マニュアルの作成・

改訂にあたっては、日本をはじめとする先進国における最新の技術・知見の反

映が可能なものについて、インド側のニーズ・事情を踏まえつつ記載する。 

・ 第 1 フェーズで取り上げていない新技術も含めて、第 2 フェーズにおいて専門

家会議、ワーキンググループと協議・意見交換しながら検討していく。 

5) 技術協力プロジェクトの成果を活かし、また円借款プロジェクトの教訓を活かすと

ともに、同事業において将来活用される内容とする。 

・ 本調査に関連する技術協力プロジェクトとして、「下水道施設の維持管理に関す

るキャパシティ・ビルディングプロジェクト(2007-2011)」があり、昨年度成果

としてテキストが発刊されている。同プロジェクトの実施過程で収集した関連

情報（全国レベルの処理施設情報、維持管理状況に関する情報など）およびプ

ロジェクトの成果（下水道維持管理分野の人材育成計画など）を本調査を進め

るなかで活用する。また、2011 年度初旬から CPHEEO に技術アドバイザーとし

て配置されている JICA 専門家と適時の情報交換・意見交換を行う。 

6) インド側関連政策への留意を行う。 

・ 現在、インドでは都市開発省が中心となって、下水道分野の各種の政策的取組

が進められている。特に、同分野を含む都市サービスの向上を目的として、4
分野（上水、下水、廃棄物、雨水排水）全 28 項目のサービス・レベル・ベンチ

マークが策定されており、本調査においてもこれらの政策動向に留意する必要

がある。第 1 フェーズの段階では下水道分野のベンチマークの調査は行われて

いないが、今後所管する都市開発省の政策動向についてヒアリングを行って把

握し、下水道分野の指標について、維持管理マニュアルへの反映を考慮する。 

・ 我が国の場合は、下水道サービス水準の向上を図るため、業務を客観的かつ定
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量的に評価できる指標が｢下水道維持管理サービス向上のためのガイドライン

業務指標｣により作成されている。これらガイドラインのコンセプトや各指標を

紹介すると共に、インド国の現在の技術・経営レベルを基礎とし、必要な業務

指標を維持管理マニュアルに反映する。 

2.2 体制 

都市開発省（Ministry of Urban Development, MOUD）公衆衛生・環境技術中央機構（Central 
Public Health and Environmental Engineering Organization, CPHEEO）を実施機関として、下

図のとおり調査団の作業結果を当該機構が組織した専門家会議と協議する体制とした。 

 

図 1 調査実施体制 

2.3 専門家会議 

公衆衛生・環境技術中央機構は下水道施設計画設計マニュアル改訂専門家会議、下水道

維持管理マニュアル策定専門家会議、および下水道マネジメント策定専門家会議の三つ

の専門家会議を組織した。構成員はそれぞれ表 1 から表 3 に示すとおりで、中央、州官

庁職員、学識経験者より構成される。3 つの専門家会議は公衆衛生・環境技術部(PHEE)
の Advisor が議長を務め、3 つのマニュアル案を最終的に策定する。 

JICA インド事務所 MOUD 
CPHEEO 

調査団 

調査団員 

ローカルエンジニア 

3 専門家会議 
 

議長: Adviser, PHEE 

計画設計マニュアル 
専門家会議 

維持管理マニュアル

専門家会議 

学識経験者、中央政府機関、 
州政府機関 

マネジメント 
マニュアル専門家会議

l

10 ワーキング・グループ(WG) 
 

 
   

 
計画設計マニュアル 

WG(4) 
維持管理マニュアル

WG(4) 
マネジメント 

マニュアル WG(2) 

ステアリング 
コミッティ
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表 1  下水道施設計画設計マニュアル改訂専門家会議 

S. No. 委員の氏名、役職、所属 

1  
Dr. S.R. Shukla, Co-Chairman 
Former Adviser (PHEE), CPHEEO 
公衆衛生・環境技術中央機構 

2  
Dr. Arvind K. Nema, 
Associate Professor, Indian Institute of Technology , Delhi  
インド工科大学デリー校 

3  
Mr. Anil K. Dhussa, 
Director (UWE), Ministry of New & Renewable Energy 
新·再生可能エネルギー省 

4  
Mr. B.B. Uppal, 
Former Deputy Adviser (PHE), CPHEEO 
公衆衛生・環境技術中央機構 

5  
Mr. D.P. Singh, 
Former Chief Engineer (Ganga), Uttar Pradesh Jal Nigam 
ウッタルプラデシュ州上下水道公社 

6  
Dr. Hemant C. Landge, 
Chief Engineer, Maharashtra Jeevan Pradhikaran 
マハラシュトラ州上下水道公社 

7  
Dr. Absar Ahmed Kazmi, 
Associate Professor, Indian Institute of Technology, Roorkee 
インド工科大学ルーキー校 

8  
Mr. C. Lallunghnema, 
Joint Secretary, Public Health Engineering Department, Mizoram 
ミゾラム州公衆衛生技術部 

9  
Mr. R. Sethuraman, 
Former Joint Adviser (PHEE), CPHEEO 
公衆衛生・環境技術中央機構 

10  
Mr. M. Dhanabalan, 
Former Chief Engineer, Tamil Nadu Water Supply and Drainage Board , Chennai 
タミルナードゥ州上下水道公社、チェンナイ 

11  
Dr. Vinod Tare, 
Professor, Indian Institute of Technology, Kanpur 
インド工科大学カンプール校 

12  
Dr. R. K. Singh, 
Deputy General Manager (Projects), Housing and Urban Development Corporation Ltd. 
住宅•都市整備公社 

13  
Dr. Girish R. Pophali, 
Scientist, National Environmental Engineering Research Institute , Nagpur 
国立環境工学研究所、ナグプール 

14  
Mr. Nazimuddin, 
Senior Environmental Engineer, Central Pollution Control Board, Delhi  
中央汚染管理委員会、デリー 

15  
Mr. D.K. Agarwal, 
Scientist F, Bureau of Indian Standards , Delhi 
インド規格協会、デリー 

16  

Mr. V.K. Chaurasia, 
Joint Adviser (PHE), CPHEEO 
公衆衛生・環境技術中央機構 
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S. No. 委員の氏名、役職、所属 

17  
Dr. Ramakant, 
Assistant Adviser (PHE), CPHEEO 
公衆衛生・環境技術中央機構 

18  
Mr. S.T. Gopalram, 
Joint Chief Engineer, Tamil Nadu Water Supply and Drainage Board, Chennai 
タミルナードゥ州上下水道公社、チェンナイ 

19  
Dr. Dinesh Chand, 
Joint Adviser (PHEE), CPHEEO 
公衆衛生・環境技術中央機構 

20  
Dr. M. Dhinadhayalan, Member Secretary 
Joint Adviser (PHE), CPHEEO 
公衆衛生・環境技術中央機構 

注 1）CPHEEO から推薦され、専門家会議に参加した委員を記載した。  
注 2）PHEE (Public Health and Environmental Engineering) と PHE (Public Health Engineering) とは

CPHEEO の同じ部署であるが、役職により使い分けされている。 
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表 2  下水道維持管理マニュアル策定専門家会議 

S. No. 委員の氏名、役職、所属 

1  
Dr. S.R. Shukla, Co-Chairman 
Former Adviser (PHEE), CPHEEO 
公衆衛生・環境技術中央機構 

2  
Mr. S.V. Ahuja, 
Former Project Director, Gujarat Water Supply and Sewerage Board 
グジャラート州上下水道公社 

3  

Mr. G. Elangovan, 
Former Engineering Director, Chennai Metropolitan Water Supply and Sewerage Board, 
Chennai 
チェンナイ都市圏上下水道公社 

4  
Dr. Absar Ahmed Kazmi, 
Associate Professor, Indian Institute of Technology, Roorkee 
インド工科大学ルーキー校 

5  
Mr. R. Sethuraman, 
Former Joint Adviser (PHEE), CPHEEO 
公衆衛生・環境技術中央機構 

6  
Prof. Arunabha Mazumdar, 
Former Director, All India Institute of Hygiene and Public Health (AIIH&PH), Kolkata 
全インド公衆衛生研究所、コルカタ 

7  
Mr. S.M. Jejurikar, 
Former Chief Engineer (M&E), Municipal Corporation of Greater Mumbai 
マハーラーシュトラ州グレーター·ムンバイ市営コーポレーション 

8  
Mr. B. I. Dalal, 
Additional City Engineer, Surat Municipal Corporation 
グジャラート州スラト市営コーポレーション 

9  
Mr. R. N. Gupta, 
Former Engineer in Chief, Public Health Engineering Department, Chhattisgarh 
チャッティースガル州公衆衛生技術部 

10  
Mr. J.S. Bahra, 
Executive Engineer, Punjab Water Supply and Sewerage Board 
パンジャブ州上下水道公社 

11  
Mr. M. Satyanarayanan, 
Director (Projects), Hyderabad Metropolitan Water Supply & Sewerage Board 
ハイデラバード都市圏上下水道公社 

12  
Mr. M. Sankaranarayanan , 
Former Joint Adviser (PHEE), CPHEEO 
公衆衛生・環境技術中央機構 

13  
Mr. J.B. Ravinder, 
Deputy Adviser (PHE), CPHEEO 
公衆衛生・環境技術中央機構 

14  
Dr. Ramakant, 
Assistant Adviser (PHE), CPHEEO 
公衆衛生・環境技術中央機構 

15  
Mr. J.P. Mani, 
Project Manager, UP Jal Nigam 
ウッタルプラデシュ州上下水道公社 

16  

Mr. Dilip Padhi, 
Chief Engineer & Member Secretary, Odisha Water Supply & Sewerage Board 
オリッサ州上下水道公社 
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S. No. 委員の氏名、役職、所属 

17  
Mr. S.P. Rudramurthy, 
Former Additional Chief Engineer, Bangalore Water Supply and Sewerage Board 
バンガロール上下水道公社 

18  
Dr. Dinesh Chand, 
Joint Adviser (PHEE), CPHEEO 
公衆衛生・環境技術中央機構 

19  

Dr. R. K. Singh, 
Deputy General Manager (Projects), Housing and Urban Development Corporation 
Limited 
住宅•都市整備公社 

20  
Mr. S.P. Garnaik, 
Energy Economist, Bureau of Energy Efficiency, Ministry of Power 
電力省エネルギー効率局 

21  
Dr. M. Dhinadhayalan, Member Secretary 
Joint Adviser (PHE), CPHEEO 
公衆衛生・環境技術中央機構 

注 1）CPHEEO から推薦され、専門家会議に参加した委員を記載した。  

注 2）PHEE (Public Health and Environmental Engineering) と PHE (Public Health Engineering) とは

CPHEEO の同じ部署であるが、役職により使い分けされている。 
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表 3  下水道マネジメントマニュアル策定専門家会議 

S. No. 委員の氏名、役職、所属 

1  
Dr. S.R. Shukla, Co-Chairman 
Former Adviser (PHEE), CPHEEO 
公衆衛生・環境技術中央機構 

2  
Dr. K. Balooni, 
Professor, Indian Institute of Management, Kozhikode 
インド経営大学コージコード校 

3  
Mr. S. Srinivasan, 
Senior Vice President, IL&FS Water Ltd.  
IL＆FS ウォーター株式会社 

4  
Dr. Ms. Urmila Brighu,  
Associate Professor, Malaviya National Institute of Technology , Jaipur 
マーラビーヤ国立工科大学、ジャイプール 

5  
Mr. R.N. Gupta, 
Former Engineer in Chief, Public Health Engineering Department, Chhattisgarh.  
チャッティースガル州公衆衛生技術部 

6  

Dr. R.K. Singh, 
Deputy General Manager (Projects), Housing and Urban Development Corporation 
Limited 
住宅•都市整備公社 

7  
Dr. Ramakant, 
Assistant Adviser (PHE), CPHEEO 
公衆衛生・環境技術中央機構 

8  

Dr. Zillur Rahman, 
Associate Professor, Department of Management Studies, Indian Institute of Technology, 
Roorkee 
インド工科大学ルーキー校マネジメント学科 

9  
Mr. J.B. Ravinder, 
Deputy Adviser (PHE), CPHEEO 
公衆衛生・環境技術中央機構 

10  
Dr. M. Dhinadhayalan, Member Secretary 
Joint Adviser (PHEE), CPHEEO 
公衆衛生・環境技術中央機構 

注 1）CPHEEO から推薦され、専門家会議に参加した委員を記載した。  

注 2）PHEE (Public Health and Environmental Engineering) と PHE (Public Health Engineering) とは

CPHEEO の同じ部署であるが、役職により使い分けされている。 
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2.4 調査団 

調査団員は表 4 に示すとおりである。 

表 4  調査団員 

氏名 担当 所属 
武智 昭 総括 TECI 

茂木 勝三 下水道管理 TEC 

水船 清司 計画設計(土木) TEC 

アロック・クマール 計画設計(汚水管) TECI 

グレルモ・マダリアガ* 計画設計(機械電気) TEC 

山田 雅利** マニュアル総合監修 TECI 

伊藤 義隆 維持管理(下水処理場・汚水管) WA 

菅  照夫 維持管理(機械) WA 

鈴木 幹夫 維持管理(電気) WA 

森田 昭 個別処理 WA 

グルラジ・ラオ 業務調整／下水道維持管理指針作成補助 TECI 
TECI: ㈱TEC インターナショナル,TEC: (株)東京設計事務所, WA:(株)ウォーターエージェンシー 
*: 2011 年度業務期間、**: 2012 年度業務期間 

2.5 調査実施工程 

調査は図 2 に示す工程で実施された。数回の専門家会議、ワーキンググループとの打ち

合わせ及び協議、ワークショップの結果を踏まえ、マニュアル最終案を作成した。 
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第３章 第 2 フェーズの活動及び成果 

3.1 専門家会議及びワーキンググループ会議 

専門家会議及びワーキンググループ会議は、下表のとおり実施された。調査団は、これ

らの会議等に出席し、マニュアル案について説明するとともに、出席者との間でその内

容について協議した。複数回の会議を経て、最終委員会へ提出したマニュアル案は基本

的に合意された。 

表 5  専門家会議及びワーキンググループ会議開催状況 

会議名 回数 日程 協議事項等 

1 2011 年 6 月 7 日 調査実施方針 
詳細スケジュール等 

2 2011 年 8 月 18 日,23 日,24 日 マニュアル案(2,7,8 及び 9 章) 
ワーキンググループ会議 

3 2012 年 2 月 13 日-17 日 マニュアル案(全章) 

下水道施設

計画設計マ

ニュアル改

訂専門家会

議 
4 2012 年 3 月 26 日-28 日 マニュアル案(全章・修正案) 

1 2011 年 6 月 8 日 調査実施方針 
詳細スケジュール等 

2 2011 年 8 月 19 日,25 日 マニュアル案(8, 9 及び 10 章) 
ワーキンググループ会議 

3 2011 年 12 月 2 日 マニュアル案(8, 9及び 10章の修正案)
ワーキンググループ会議 

4 2012 年 9 月 12 日-13 日 マニュアル案(全章・修正案) 

下水道維持

管理マニュ

アル策定専

門家会議 

5 2012 年 12 月 5 日 マニュアル案(全章・修正案) 

1 2011 年 8 月 26 日 マニュアル案(5 及び 6 章) 
ワーキンググループ会議 

2 2012 年 12 月 5 日 マニュアル案(5 及び 6 章) 
3 2012 年 9 月 10 日-11 日 マニュアル案(全章・修正案) 

下水道マネ

ジメントマ

ニュアル策

定専門家会

議 4 2012 年 12 月 6 日 マニュアル案(全章・修正案) 

3.2 ワークショップ 

マニュアル最終案の策定にあたり、インド全土の下水道事業関係者(州・自治体職員、学

識経験者、企業関係者など)にこれを広く公表し、意見聴取を行うことを目的としたワー

クショップが下表のとおり 2 回開催された。開催にあたり CPHEEO に議事次第の提案を

行う等の準備を支援するとともに、マニュアル案の説明のためのプレゼンテーションを

行った。また、ワークショップで出された意見･提案等を整理するとともに、それらへの

対応案を作成し、マニュアル最終案へ反映した。 
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表 6  ワークショップ開催状況 

日程 場所 ワークショップ名 参加

人数 
2012 年 9 月

20 日-21 日 
Hall No 4, Vigyan Bhavan, 
Maulana Azad Road, New 
Delhi 

A Two-day National Workshop for 
Finalisation of Revised Manual on Sewerage 
and Sewage Treatment  
注) 下水道施設計画設計マニュアル案 

107 人

2013 年 1 月

21 日-22 日 
Gulmohar Hall, First Floor, 
India Habitat Centre, Lodhi 
Road, New Delhi. 
 
Silver Oak, Ground Floor, 
India Habitat Centre, Lodhi 
Road, New Delhi. 

Two day National Workshop for Finalisation 
of Manual on Sewerage and Sewage 
Treatment (Part B: Operation & Maintenance) 
and (Part C: Management)  
注) 下水道維持管理マニュアル案, 下水道

マネジメントマニュアル案 

91 人 

3.3 本邦研修 

日本の下水道関連施設における最新技術の導入状況や運転管理に係る現状を把握するこ

とを目的として、インド側関係者(主に専門家会議のメンバーを対象)を本邦にて受け入

れる研修を計画・準備し、下表のとおり 2 回実施した。 

講義、施設見学を通じて、日本の下水道事業等の各分野における課題、それを解決する

ための最新技術の開発状況や適用状況、あるいは効率的な下水道施設の維持管理技術等

に関して多くの情報を得ることができた。今後のインド国下水道施設設計・維持管理マ

ニュアル策定や、下水道施設の設計、維持管理に係る技術移転に資するものと考えられ

る。 

詳細は、各「研修実施報告書」(既報)を参照されたい。 

表 7  本邦研修実施状況 

日程 名称 研修テーマ 参加

人数

2011 年 11 月

14 日-18 日 
インド国下水道施設設計･維持管理

マニュアル策定計画調査（第 2 フェ

ーズ）(第 1 年次)C/P 研修 

日本における下水道及び関

連施設の維持管理及び処理

水、汚泥リサイクルの最新動

向について 

18 人 

2012年 5月28
日～6 月 1 日 

インド国下水道施設設計･維持管理

マニュアル策定計画調査（第 2 フェ

ーズ）(第 2 年次)C/P 研修 

日本における下水道及び関

連施設の維持管理について 
6 人 
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3.4 マニュアル最終案 

第 2 フェーズの最終成果品である下記 3 つのマニュアル最終案の目次を付属資料に示し

た。 

• 下水道施設計画設計マニュアル(最終案) 

(英文 FINAL DRAFT OF MANUAL ON SEWERAGE AND SEWAGE TREATMENT PART A 
ENGINEERING) 

• 下水道維持管理マニュアル(最終案) 

(英文 FINAL DRAFT OF MANUAL ON SEWERAGE AND SEWAGE TREATMENT PART B 
OPERATION AND MAINTENANCE) 

• 下水道マネジメントマニュアル(最終案) 

(英文 FINAL DRAFT OF MANUAL ON SEWERAGE AND SEWAGE TREATMENT PART C 
MANAGEMENT) 

 



 
 
 
 
 

付属資料：マニュアル最終案(目次) 
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